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(57)【要約】
　口金押圧部材４４は、内視鏡２の口金１１の内部で開
口する第１開口４４ｂ１と、第１開口４４ｂ１に連通し
流体供給源に接続可能な第２開口４４ｂ２と、第１開口
４４ｂ１と第２開口４４ｂ２に連通する空洞部４４ｂ３
の一部を覆い、第１開口４４ｂ１から所定位置PLまで形
成された筒状部４４ｇと、空洞部４４ｂ３の他の一部を
覆い、所定位置PLから第２開口４４ｂ２に向かって外径
が大きくなる側面を有する絞り部４４ｅと、絞り部４４
ｅの外表面上に、所定位置PLから所定範囲に亘って形成
された複数の溝４４ｆを有する。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　内視鏡口金の内部で開口するため所定の外径を有する第１開口と、
　前記第１開口に連通し流体供給源に接続可能な第２開口と、
　前記第１開口と前記第２開口に連通する空洞部と、
　前記空洞部の一部を覆い、前記第１開口から所定位置まで形成された筒状部と、
　前記空洞部の他の一部を覆い、前記所定位置から前記第２開口に向かって外径が大きく
なる側面を有する絞り部と、
　前記絞り部の外表面上に、前記所定位置から所定範囲に亘って形成された複数の溝と、
を有することを特徴とする内視鏡接続具。
【請求項２】
　前記絞り部の前記側面の形状は、テーパー状又は椀状であることを特徴とする請求項１
に記載の内視鏡接続具。
【請求項３】
　前記複数の溝は、前記絞り部の中心軸に対して互いに対称に配置されていることを特徴
とする請求項１に記載の内視鏡接続具。
【請求項４】
　前記複数の溝のそれぞれは、一定の深さを有していることを特徴とする請求項１に記載
の内視鏡接続具。
【請求項５】
　前記複数の溝のそれぞれは、前記絞り部の軸方向に沿って、形成されていることを特徴
とする請求項１に記載の内視鏡接続具。
【請求項６】
　前記テーパー状の前記絞り部の表面は、円錐形状の表面形状の部分面であることを特徴
とする請求項１に記載の内視鏡接続具。
【請求項７】
　前記椀状の前記絞り部の表面は、球帯形状面であることを特徴とする請求項１に記載の
内視鏡接続具。
【請求項８】
　前記内視鏡接続具を内部に配置する本体部材をさらに有し、
　前記内視鏡接続具は、前記本体部材内において、弾性部材により前記絞り部側に付勢さ
れていることを特徴とする請求項１に記載の内視鏡接続具。
【請求項９】
　前記本体部材は、洗浄チューブが接続されるチューブ接続部を有することを特徴とする
請求項８に記載の内視鏡接続具。
【請求項１０】
　前記本体部材を覆うカバー部材をさらに有し、
　前記カバー部材は、前記内視鏡接続具が前記内視鏡口金に装着されたときに、前記内視
鏡接続具を前記内視鏡口金に固定する固定機構を有することを特徴とする請求項８に記載
の内視鏡接続具。
【請求項１１】
　前記内視鏡口金に前記絞り部の先端が入り込んだ状態で、前記内視鏡接続具を前記内視
鏡口金に対して固定する固定部材を、さらに有することを特徴とする請求項１に記載の内
視鏡接続具。
【請求項１２】
　前記固定部材は、内視鏡洗浄消毒装置に設けられていることを特徴とする請求項１１に
記載の内視鏡接続具。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
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　本発明は、内視鏡接続具に関し、特に、内視鏡口金に接続する内視鏡接続具に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来より、体内の検査や治療のために、内視鏡が広く利用されている。内視鏡は、体内
に挿入されるため、使用後、内視鏡は洗浄される。そして、内視鏡を洗浄するための内視
鏡洗浄装置も広く利用されている。
【０００３】
　内視鏡洗浄装置による内視鏡の洗浄では、内視鏡の表面だけでなく、内部に設けられた
各管路内も洗浄される。そのため、内視鏡内の各管路に連通する各口金と内視鏡洗浄装置
（以下、単に洗浄装置ともいう）とは、洗浄チューブにより接続され、洗浄装置から送出
された洗浄液、消毒液、濯ぎ液などが内視鏡の各管路内に送り込まれることにより、各管
路内が洗浄、消毒される。洗浄チューブと口金との接続部は、接続部に何らかの負荷がか
かっても密着して管路内は密閉されるようになっているため、流量が変化しにくく、安定
した管路内の洗浄性を確保できると共に、流量変化に基づく口金からの洗浄チューブの外
れ検知も可能であった。
【０００４】
　さらに、洗浄チューブが接続される内視鏡の接続口金の外表面の洗浄及び消毒を行うた
めの工夫も種々提案されている。例えば、特開平１０－２３４６６６号公報には、吸引チ
ューブ接続口金の周囲を囲むカバー筒を設け、そのカバー筒内に洗浄液を流出させるため
の洗浄液流出孔を設けた吸引管路洗浄具が提案されている。　
　また、特開２０１２－４０２４０号公報には、内視鏡用洗浄アダプタが開示されており
、シール部材が弁ケーシングの上面に密着する構造が開示されている。
【０００５】
　しかし、上記の特開平１０－２３４６６６号公報及び特開２０１２－４０２４０号公報
に開示の構成では、コネクタあるいはアダプタと口金の一部とが面接触する部分が存在す
る。
【０００６】
　そこで、本発明は、内視鏡の内部管路に連通する口金部分の洗浄性をより向上させる内
視鏡接続具を提供することを目的とする。
【発明の開示】
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　本発明の一態様の内視鏡接続具は、内視鏡口金の内部で開口する第１開口と、前記第１
開口に連通し流体供給源に接続可能な第２開口と、前記第１開口と前記第２開口に連通す
る空洞部の一部を覆い、前記第１開口から所定位置まで形成された筒状部と、前記空洞部
の他の一部を覆い、前記所定位置から前記第２開口に向かって外径が大きくなる側面を有
する絞り部と、前記絞り部の外表面上に、前記所定位置から所定範囲に亘って形成された
複数の溝と、を有する。
【図面の簡単な説明】
【０００８】
【図１】本発明の第１の実施の形態に係わる、トップカバーが開放され、洗浄消毒槽に内
視鏡が収納自在な状態を示す内視鏡洗浄消毒装置の斜視図である。
【図２】本発明の第１の実施の形態に係わるコネクタ４１の正面図である。
【図３】図２のIII-III線に沿ったコネクタ４１の断面図である。
【図４】本発明の第１の実施の形態に係わるコネクタ４１の分解組立図である。
【図５】本発明の第１の実施の形態に係わる口金押圧部材４４の斜め下方から見たときの
斜視図である。
【図６】本発明の第１の実施の形態に係わる口金押圧部材４４を下方から見た底面図であ
る。
【図７】図５のVII-VII線に沿った絞り部４４ｅの断面図である。



(4) JP WO2015/001843 A1 2015.1.8

10

20

30

40

50

【図８】本発明の第１の実施の形態に係わる、絞り部４４ｅと筒状部４４ｇの部分の斜め
下方向から見た斜視図である。
【図９】本発明の第１の実施の形態に係わる、コネクタ４１が内視鏡２の口金１１に装着
された状態を示す正面図である。
【図１０】本発明の第１の実施の形態に係わる、コネクタ４１が口金１１に装着された状
態を示す断面図である。
【図１１】本発明の第１の実施の形態に係わる、コネクタ４１のガタツキにより、口金押
圧部材４４が最も傾いた状態を説明するための図である。
【図１２】本発明の第１の実施の形態に係わる、コネクタのガタツキ時の状態を説明する
ための図である。
【図１３】本発明の第１の実施の形態に係わる、口金押圧部材４４の筒状部の先端部に突
起部が設けられている例を説明するための図である。
【図１４】本発明の第１の実施の形態に係わる、絞り部が球帯形状を有する口金押圧部材
の斜め下方から見た斜視図である。
【図１５】本発明の第２の実施の形態に係わるコネクタが口金に装着される前の状態を説
明するための図である。
【図１６】本発明の第２の実施の形態に係わる、固定部材６３により、口金押圧部材６２
を口金１１に固定した状態を示す斜視図である。
【図１７】本発明の第２の実施の形態に係わる、固定部材６３により、口金押圧部材６２
を口金１１に固定した状態を示す正面図である。
【図１８】本発明の実施の形態に係わる、操作部３のガスボタンの近傍に、洗浄液などの
液体の供給を受けて内部のシリンダへ供給するスライド装置が装着された状態を示す図で
ある。
【図１９】本発明の実施の形態に係わる、ガスボタン１０１を押下状態にするためのアダ
プタ１１１の斜め上方からみたときの斜視図である。
【図２０】本発明の実施の形態に係わる、アダプタ１１１の斜め下方からみたときの斜視
図である。
【図２１】図１９のXXI－XXI線に沿ったアダプタ１１１の断面図である。
【図２２】図１９のXXII－XXII線に沿ったアダプタ１１１の断面図である。
【図２３】本発明の実施の形態に係わる、アダプタ１１１がガスボタン１０１に装着され
た状態を示す斜視図である。
【図２４】アダプタ１１１がガスボタン１０１に装着された状態を示す、図２３のXXIV-X
XIV線に沿ったアダプタ１１１の断面図である。
【図２５】アダプタ１１１がガスボタン１０１に装着される途中の状態を示す、図２３の
XXV-XXV線に沿ったアダプタ１１１の断面図である。
【発明を実施するための最良の形態】
【０００９】
　以下、図面を参照して本発明の実施の形態を説明する。　
　なお、以下の説明に用いる各図においては、各構成要素を図面上で認識可能な程度の大
きさとするため、構成要素毎に縮尺を異ならせてあるものであり、本発明は、これらの図
に記載された構成要素の数量、構成要素の形状、構成要素の大きさの比率、及び各構成要
素の相対的な位置関係のみに限定されるものではない。
【００１０】
（第１の実施の形態）
（洗浄消毒装置の全体構成）
　図１は、トップカバーが開放され、洗浄消毒槽に内視鏡が収納自在な状態を示す内視鏡
洗浄消毒装置の斜視図である。
【００１１】
　図１に示すように、内視鏡洗浄消毒装置１は、使用済みの内視鏡２を洗浄、消毒するた
めの装置であり、装置本体１０と、その上部に、例えば図示しない蝶番を介して開閉自在
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に接続された蓋体であるトップカバー１２とにより、主要部が構成されている。　
　内視鏡２は、操作部３と、操作部３から延出する可撓性を有する細長い挿入部４と、プ
ロセッサ装置等と接続されるユニバーサルケーブル５とを有して構成されている。操作部
３には、操作ノブ、操作ボタンなどが配置されている。
【００１２】
　内視鏡洗浄消毒装置１は、トップカバー１２が装置本体１０に閉じられている状態にお
いて、トップカバー１２が装置本体１０に、ラッチ１３により固定される構成となってい
る。
【００１３】
　装置本体１０の操作者が近接する図中前面（以下、前面と称す）であって、例えば左半
部の上部に、洗剤／アルコールトレー１４が、装置本体１０の前方へ引き出し自在に配設
されている。また、装置本体１０の前面であって、例えば右半部の上部に、カセットトレ
ー１５が、装置本体１０の前方へ引き出し自在に配設されている。
【００１４】
　さらに、装置本体１０の前面であって、カセットトレー１５の上部に、洗浄消毒時間の
表示や、消毒液を加温するための指示ボタン等が配設されたサブ操作パネル１６が配設さ
れている。また、装置本体１０の図中前面の下部に、装置本体１０の上部に閉成されたト
ップカバー１２を、操作者の踏み込み操作により、装置本体１０の上方に開くためのペダ
ルスイッチ１７が配設されている。
【００１５】
　また、装置本体１０の上面の、例えば操作者が近接する前面側の両端寄りに、装置本体
１０の洗浄，消毒動作スタートスイッチ、及び洗浄，消毒モード選択スイッチ等の設定ス
イッチ類が配設されたメイン操作パネル２１が設けられている。
【００１６】
　また、装置本体１０の上面であって、操作者が近接する前面とは反対側に、装置本体１
０に水道水を供給するための、水道栓に接続されたホースが接続される給水ホース接続部
２２が配設されている。
【００１７】
　さらに、装置本体１０の上面の略中央部に、内視鏡２が収納自在な洗浄消毒槽２３が設
けられている。洗浄消毒槽２３は、槽本体２３ａと該槽本体２３ａの内視鏡収納口の外周
縁に連続して周設されたテラス部２３ｂとにより構成されている。
【００１８】
　槽本体２３ａは、使用後の内視鏡２が洗浄消毒される際、該内視鏡２が収納自在であり
、槽本体２３ａの槽内の面である底面２４には、槽本体２３ａに供給された洗浄液，水，
アルコール，消毒液等を槽本体２３ａから排水するための排水口２５が設けられている。
　また、槽本体２３ａの槽内の面である周状の側面２６の任意の位置に、槽本体２３ａに
供給された洗浄液、水、アルコール、消毒液等を、槽本体２３ａに再度上記液体を供給す
るための循環口２８が設けられている。
【００１９】
　洗浄消毒槽２３には、槽本体２３ａの背面側に不図示の超音波振動子、不図示のヒータ
と、槽本体２３ａの底面２４の略中央部に配設された管路消毒用ポート２９に洗浄ケース
３０が配設されている。槽本体２３ａの側面２６の任意の位置に、槽本体２３ａに供給さ
れた洗浄液、水、アルコール、消毒液等の水位を検出する水位センサ３１が設けられてい
る。　
　テラス部２３ｂのテラス面以外の面に、所定の濃度に希釈される洗浄剤を供給するため
の洗剤ノズル３２及び、希釈調合された消毒液を供給するための消毒液ノズル３３が配設
されている。さらに、テラス部２３ｂの槽本体２３ａの底面２４と平行な面に、給水循環
ノズル２７が配設されている。
【００２０】
　また、テラス部２３ｂのテラス面３４の操作者近接位置３５に対向する側の面３６に、
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内視鏡２の内部に設けられた内視鏡管路であるチャンネルへ洗浄液，水，アルコール，消
毒液、エア等を供給するための流体供給部である複数、ここでは２つの送気送水／鉗子口
用ポート３７と、鉗子起上用ポート３８と、漏水検知用ポート３９とが配設されている。
【００２１】
　また、本実施の形態の内視鏡洗浄消毒装置１は、洗浄消毒時に、内視鏡２のチャンネル
内の管路詰りを検出するフローコントロール機能を備えている。尚、このフローコントロ
ール機能についての具体的な構成、及び作用については、従来から用いられている技術で
あるため、その詳細な説明を省略する。
【００２２】
　洗浄チューブ４０の両端には、コネクタ４１と４１ａが設けられている。内視鏡２には
、内視鏡２内の管路に連通する口金１１が設けられている。コネクタ４１は、内視鏡２内
の管路に連通する口金１１に接続される内視鏡側コネクタである。コネクタ４１ａは、送
気送水／鉗子口用ポート３７に接続される装置側コネクタである。
【００２３】
　内視鏡２の洗浄時、洗浄チューブ４０を通して供給される洗浄液などの液体がコネクタ
４１から口金１１を通り、内視鏡２内の管路内に供給される。
【００２４】
（コネクタ４１の構成）
　次に、内視鏡側コネクタであるコネクタ４１の構成について説明する。図２は、コネク
タ４１の正面図である。図３は、図２のIII-III線に沿ったコネクタ４１の断面図である
。図４は、コネクタ４１の分解組立図である。
【００２５】
　コネクタ４１は、本体４２と、蓋部材４３と、口金押圧部材４４と、カバー部材４５と
を有して構成されている。　
　本体４２は、樹脂製の筒状部材であり、筒状部材の上部の側面から斜め上方に突出した
チューブ接続部４２ａを有する。チューブ接続部４２ａは、外周面に段差部を有し、チュ
ーブ接続部４２ａには、樹脂製の洗浄チューブ４０が外挿されて接続される。チューブ接
続部４２ａは第２開口を有し、第２開口４２ａ２は後述の空洞部４４ｂ３を介して後述の
第１開口４４ｂ１に連通している。言いかえると、流体供給源から供給された流体を第２
開口から導入して第１開口から吐出することができる。
【００２６】
　本体４２の中央部の外周部には、周方向に沿って段差部４２ｂが形成されている。段差
部４２ｂの下方に、周方向に沿って形成された周状の突起部４２ｃが設けられている。突
起部４２ｃは、後述するように、バネ５１の一端が当接する。突起部４２ｃの下方には、
複数（ここでは４つ）の孔４２ｄが設けられている。
【００２７】
　また、本体４２の下部には、周方向に複数（ここでは４つ）の孔４２ｅが形成されてい
る。各孔４２ｅの内周面は、外側から内側に向けて内径が小さくなる傾斜面となっている
。各孔４２ｅには、後述するように金属製の球５２が外側から入り込むが、各球５２は、
孔４２ｅのテーパー面に引っ掛かり、本体４２の内側へ抜け落ちることはない。各孔４２
ｄ及び孔４２ｅは、筒状体の本体４２の薄肉部の内側と外側を連通する開口部である。
【００２８】
　各孔４２ｄを囲うように、各孔４２ｄの周囲には、突出部４２ｆが形成されている。そ
して、段差部４２ｂと突出部４２ｆ間には、後述するように、流体が流れ込む空間４２ｇ
が形成されている。
【００２９】
　本体４２の上部には、樹脂製の蓋部材４３が装着される。蓋部材４３は、本体４２の上
部の外径と同じ外径を有するリング状の突出部４３ａを有している。蓋部材４３の下部に
は、下方に延出する延出部４３ｂが設けられている、その延出部４３ｂには、Oリング５
３が装着されている。Oリング５３は、蓋部材４３が本体４２の上部に装着されたときに
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、本体４２の内部を密封する。
【００３０】
　また、延出部４３ｂは、下側に開口する凹部４３ｃを有する。凹部４３ｃ内に、バネ５
４が設けられ、バネ５４の上端は凹部４３ｃの底面４３ｃ１に当接し、バネ５４の下端は
、後述する口金押圧部材４４の上部に当接する。バネ５４は、圧縮された状態で、蓋部材
４３と口金押圧部材４４の間に設けられる。　
　口金押圧部材４４は、ステンレスなどの金属製で、円筒形状を有する。内視鏡接続具で
ある口金押圧部材４４の構成については、後述する。
【００３１】
　本体４２の下部には、カバー部材４５が外挿されて装着される。カバー部材４５は、ス
テンレスなどの金属製で、円筒形状を有し、カバー部材４５の内周面の上部に、周方向に
沿って形成された内周溝４５ａが形成されている。内周溝４５ａには、ステンレスなどの
金属製のＣリング５５が内径方向に圧縮されるように、内周溝内に嵌合している。
【００３２】
　内周溝４５ａに嵌合したＣリング５５は、本体４２の段差部４２ｂに突き当たり、カバ
ー部材４５が本体４２の上方へ移動するのを規制する。　
　カバー部材４５は、下部に、内向フランジ部４５ｂを有する。カバー部材４５内には、
バネ５１が配設され、バネ５１の下端部は、内向フランジ部４５ｂに当接し、バネ５１の
上端部は、本体４２の突起部４２ｃに当接する。バネ５１は、内向フランジ部４５ｂと突
起部４２ｃとの間に配設される。また、カバー部材４５の内周面の下部には、テーパー部
４５ｃが形成されている。
【００３３】
　内視鏡接続具である口金押圧部材４４は、本体４２内に配設される。　
　図５は、口金押圧部材４４の斜め下方から見たときの斜視図である。口金押圧部材４４
は、筒状の形状を有し、内部に空洞部４４ｂ３を有する。口金押圧部材４４の外周面上に
、周方向に沿って凹部４４ａが形成されている。
【００３４】
　さらに、口金押圧部材４４の下部には、第１開口４４ｂ１が形成されている。口金押圧
部材４４の側面には、開口４４ｂ２が形成されている。口金押圧部材４４は、第１開口４
４ｂ１と４４ｂを連通する空洞部４４ｂ３を内部に有する。開口４４ｂ２は、筒所の口金
押圧部材４４の内側の空洞部４４ｂ３と外部を連通する。
【００３５】
　すなわち、第１開口４４ｂ１は、内視鏡口金１１の内部で開口する開口であり、開口４
４ｂ２は、第１開口４４ｂ１に連通し、チューブ接続部４２ａを介して流体供給源に接続
可能な開口である。　
　口金押圧部材４４の開口４４ｂ２の下方の外周面上には、周方向に沿った溝、すなわち
外周溝４４ｃが形成されている。外周溝４４ｃには、Oリング５６が装着されている。
【００３６】
　口金押圧部材４４の上面の開口４４ｂ４には、円環状の段差部４４ｄが形成されている
。段差部４４ｄには、バネ５４が配置される。蓋部材４３が、本体４２の上部に接着剤で
固定されると、バネ５４の上方は、蓋部材４３の延出部４３ｂの凹部４３ｃ内に入り込み
、バネ５４の下方は、口金押圧部材４４の段差部４４ｄに当接し、バネ５４は、圧縮され
た状態で、凹部４３ｃの底面４３ｃ１と段差部４４ｄの間に配置される。　
　よって、バネ５４の伸びようとする弾性力により、蓋部材４３に対して、口金押圧部材
４４は、下方に向かって付勢された状態にある。
【００３７】
　さらに、口金押圧部材４４は、下部に絞り部４４ｅを有する。絞り部４４ｅは、下方に
向かって先細りになる部分を有する。本実施例では絞り部４４ｅは円錐形状を有する。言
い換えれば、絞り部４４ｅは、空洞部４４ｂ３の一部を覆い、口金押圧部材４４の所定位
置（後述する筒状部４４ｇと絞り部４４ｅとの境界の位置PL）から開口４４ｂ２に向かっ
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て外径が大きくなる側面を有する絞り部を構成する。
【００３８】
　円環状の絞り部４４ｅの表面には、軸方向に沿って形成された複数の溝４４ｆが形成さ
れている。複数の溝４４ｆは、互いに同じ形状であり、溝の長さ、幅、及び深さは同じで
ある。複数の溝４４ｆは、絞り部４４ｅの外表面上に、所定位置から所定範囲に亘って形
成されている。
【００３９】
　そして、上述したように、内視鏡接続具である口金押圧部材４４は、本体部材である本
体４２内において、弾性部材であるバネ５４により、絞り部４４ｅ側に付勢されている。
【００４０】
　図６は、口金押圧部材４４を下方から見た底面図である。図７は、図５のVII-VII線に
沿った絞り部４４ｅの断面図である。ここでは、８つの溝４４ｆは、絞り部４４ｅの表面
において、口金押圧部材４４の長手軸方向に沿って、等間隔に形成され、中心軸に対して
対称に形成されている。図８は、絞り部４４ｅと筒状部４４ｇの部分の斜め下方向から見
た斜視図である。
【００４１】
　図６から図８に示すように、複数の溝４４ｆは、絞り部である絞り部４４ｅの中心軸に
対して互いに対称に配置されている。そして、複数の溝４４ｆのそれぞれは、流体の漏れ
量などを加味して所望の深さに形成されている。溝４４ｆは先端から後端にかけて深さが
一定であることが望ましい。さらに、複数の溝４４ｆのそれぞれは、口金押圧部材４４の
中心軸に平行ではないが、絞り部である絞り部４４ｅの軸方向に沿って形成されている。
　
　なお、ここでは、複数の溝４４ｆは、同じ長さであるが、複数の溝４４ｆの長さは全て
同じでなくてもよい。
【００４２】
　さらに、口金押圧部材４４は、絞り部４４ｅから下側に延出する筒状部４４ｇを有して
いる。　
　筒状部４４ｇは、絞り部４４ｅの端部から下方に延出するように、設けられている。口
金押圧部材４４は、下方の開口から所定の位置PLまでは、筒状部４４ｇが設けられており
、絞り部４４ｅと筒状部４４ｇの内側には、内部の空洞部４４ｂ３が存在する。よって、
筒状部４４ｇは、第１開口４４ｂ１と開口４４ｂ２に連通する空洞部４４ｂ３の一部を覆
い、第１開口４４ｂ１から所定の位置PLまで形成されている。
【００４３】
　以上のように、筒状の口金押圧部材４４は、口金１１が装着される第１開口４４ｂ１側
に筒状部４４ｇを有し、筒状部４４ｇは、第１開口４４ｂ１から所定の位置PLまで形成さ
れている。そして、口金押圧部材４４は、筒状部４４ｇの端部から、第１開口４４ｂ１と
は逆方向に向かって、外径が大きくなるような絞り部４４ｅを有する。そして、筒状部４
４ｇと絞り部４４ｅは、内部の空洞部４４ｂ３を覆うように形成されている。
【００４４】
　絞り部４４ｅは、口金１１の内側縁部と線接触状態で、当接し押し付けられる。
【００４５】
（作用）
　上述したコネクタ４１を内視鏡２の口金１１に装着したときの作用について説明する。
【００４６】
　図９は、コネクタ４１が内視鏡２の口金１１に装着された状態を示す正面図である。図
１０は、コネクタ４１が口金１１に装着された状態を示す断面図である。　
　コネクタ４１が口金１１に装着されるとき、口金押圧部材４４の絞り部４４ｅを、内視
鏡２の口金１１の開口に嵌まり込んで押し込むように、本体４２は、口金１１に対して押
される。
【００４７】
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　その結果、絞り部４４ｅが、本体４２内で上方に押圧されるため、バネ５４が圧縮され
る。バネ５４が圧縮された状態で、カバー部材４５を内視鏡２側へ押し付けると、口金１
１の外向フランジ部１１ａの下面１１ａ１側に、４つの球５２が入り込むことができる状
態になる。そのとき、カバー部材４５の内向フランジ部４５ｂが各球５２を本体４２の内
径方向に押し込むことができる。
【００４８】
　よって、各球５２の一部が孔４２ｅの内側から突出し、口金１１の外向フランジ部１１
ａの下側の外周縁に付き当たって、コネクタ４１は、口金１１から抜けないようになる。
そして、図９に示すように、カバー部材４５の下面は、内視鏡２の外装部材２ａの表面に
密着して固定するように当接する。
【００４９】
　すなわち、本体４２を覆うカバー部材４５は、内視鏡接続具である口金押圧部材４４が
内視鏡２の口金１１に装着されたときに、口金押圧部材４４を口金１１に固定する固定機
構を有する。
【００５０】
　洗浄液などの液体は、図１０において、２点鎖線LL1で示すように、内視鏡洗浄消毒装
置１の送気送水／鉗子口用ポート３７にコネクタ４１ａが接続された洗浄チューブ４０か
ら供給され、口金１１を通って、内視鏡２の内部の管路へ供給される。洗浄液などの液体
は、流体供給源である内視鏡洗浄消毒装置１に連通する開口４４ｂ２から入り、内部の空
洞部４４ｂ３を通って、内視鏡２の口金１１の内部で開口する第１開口４４ｂ１から、内
視鏡２の内部の管路、例えば処置具挿通チャンネル内に吐出される。
【００５１】
　また、第１開口４４ｂ１から吐出された液体は、図１０において２点鎖線LL2で示すよ
うに、線接触している、絞り部４４ｅと、口金１１の内側縁部と、の間の複数の溝４４ｆ
を通って本体４２内にも流れ込む。
【００５２】
　本体４２内に流れ込んだ液体は、図１０において２点鎖線LL3で示すように、カバー部
材４５と内視鏡２の外装部材２ａの間の隙間から流れ出したり、２点鎖線LL4で示すよう
に、本体４２に設けられた孔４２ｅを介して、カバー部材４５と本体４２の間を通ってコ
ネクタ４１の外へ流れ出したりする。
【００５３】
　このとき、口金１１と口金押圧部材４４は、絞り部４４ｅの表面と口金１１の内側縁部
が線接触しているだけであるので、洗浄液等の液体は、口金１１の外表面のほとんどに接
触するので、口金１１の洗浄消毒性が向上する。
【００５４】
　さらに、口金１１に装着されたコネクタ４１は、洗浄チューブ４０に係る力などにより
、口金１１に対して、ガタツク場合がある。　
　しかし、筒状部４４ｇが絞り部４４ｅから延出しているため、そのようなガタツキ時に
、筒状部４４ｇは、口金１１の内周面に突き当たり、コネクタ４１の傾きが規制される。
【００５５】
　図１１は、コネクタ４１のガタツキにより、口金押圧部材４４が最も傾いた状態を説明
するための図である。図１１に示すように、口金押圧部材４４が傾いて筒状部４４ｇが口
金１１の内周面に点Ｐ１で当たると、口金押圧部材４４はそれ以上傾くことができない。
すなわち、筒状部４４ｇは、口金押圧部材４４の傾きを規制する傾き規制部を構成する。
よって、筒状部４４ｇが所定の角度以上に口金押圧部材４４の傾きを規制するため、第１
開口４４ｂ１からの液体の流出量が、傾き時に急激に低下することもなく、その流出量を
安定させるという効果を生じる。
【００５６】
　また、図８等に示すように、複数の溝４４ｆは、筒状部４４ｇの軸方向に沿って、絞り
部４４ｅの広い範囲に亘って設けられているが、コネクタ４１の、上述したガタツキを考
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慮して、ガタツキ時の最大範囲内において、図１１に示す口金１１の内側縁部と接触する
範囲TRを少なくとも含むように、各溝４４ｆが形成されていればよい。言いかえると、各
溝４４ｆは、全てＴＲの範囲に凹みを有しているが、一部の溝４４ｆは更に下方または上
方に凹みを伸張する構造を有していても良い。図１１では、口金押圧部材４４が傾いて、
絞り部４４ｅの上側では、点Ｐ２の位置が口金１１の内側縁部と接触し、絞り部４４ｅの
下側では、点Ｐ３の位置が口金１１の内側縁部と接触している。よって、その範囲TRは、
最大ガタツキ時の点Ｐ２を通る絞り部４４ｅの周方向の線ＣＬ１と、点Ｐ３を通る絞り部
４４ｅの周方向の線ＣＬ２と、によって挟まれた領域である。
【００５７】
　また、上述した範囲TRでは、必ず複数の溝４４ｆが口金１１の内側縁部との間にあるこ
とになるので、ガタツキにより口金１１に対してコネクタ４１が傾いても、複数の溝４４
ｆと口金１１との間の複数の隙間のサイズが大きく変わることはない。よって、複数の隙
間から漏れる洗浄消毒時における洗浄液などの液体の漏れ量がほとんど変化しない。
【００５８】
　すなわち、図１１において二点鎖線で囲まれた領域で示す、上記絞り部４４ｅの周方向
に亘り想定される範囲TRの領域内に、各溝４４ｆが形成されていればよい。　
　また、上述したガタツキによるコネクタ４１の傾きは、カバー部材４５と本体４２によ
っても規制される。図１２は、コネクタのガタツキ時の状態を説明するための図である。
【００５９】
　図１２において、矢印A0で示す方向に、荷重がかかってコネクタ４１が傾くと、口金押
圧部材４４の筒状部４４ｇによって口金押圧部材４４の傾きが規制されるが、例えば、図
１２において矢印A１で示す方向にコネクタ４１が持ち上がるように傾くと、カバー部材
４５の底部が、点Ｐ４で内視鏡２の外装部材２ａに突き当たり、カバー部材４５によって
も、コネクタ４１の傾きが規制される。さらに、本体４２の底部も、同様に、点Ｐ５で内
視鏡２の外装部材２ａに突き当たり、本体４２によっても、コネクタ４１の傾きが規制さ
れる。
【００６０】
　よって、本実施の形態のコネクタ４１によれば、口金押圧部材４４の筒状部４４ｇが口
金１１の内周面に突き当たって、コネクタ４１の傾きが規制されるだけでなく、コネクタ
４１の本体４２及びカバー部材４５によっても、コネクタ４１の傾きが規制される。　
　なお、上述した例では、筒状部４４ｇの端部が、口金１１の内周面に当たるが、筒状部
の先端部にリブすなわち円環状の突起部を設けてもよい。
【００６１】
　図１３は、口金押圧部材４４の筒状部の先端部に突起部が設けられている例を説明する
ための図である。図１３に示すように、筒状部４４ｇ１の先端部には、円環状の突起部４
４ｈが設けられている。　
　従って、図１３に示す筒状部４４ｇ１の先端部に設けられた突起部４４ｈによっても、
上述した口金押圧部材４４の傾きを規制することができる。　
　さらになお、上述した例では、図８に示すように、絞り部は、円錐形状の部分形状であ
るが、半球形状の部分形状であってもよい。
【００６２】
　図１４は、絞り部が球帯形状を有する口金押圧部材の斜め下方から見た斜視図である。
　
　上述した例では、絞り部である絞り部４４ｅの表面は、テーパー状であり、円錐形状の
表面形状の部分面であるが、図１４の絞り部は、椀状であり、その表面は、球帯形状面で
ある。
【００６３】
　図１４の口金押圧部材４４の絞り部４４ｅ１は、半球体を２つの平面で切ったときの表
面形状を有している。言い換えれば、絞り部４４ｅ１は、椀の部分形状を有している。よ
って、図１４の口金押圧部材４４の絞り部４４ｅ１は、図１１で説明したガタツキ時にお
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いても、口金１１の円形の内周縁部に常に線接触の状態となる。　
　よって、複数の隙間から漏れる洗浄消毒時における洗浄液などの液体の漏れ量が常に同
じとなる。
【００６４】
　以上のように、本実施の形態によれば、内視鏡の内部管路に連通する口金部分も確実に
洗浄及び消毒が可能な内視鏡接続具を提供することができる。　
　また、本実施の形態の内視鏡接続具の構成も簡単であるため、本実施の形態によれば、
簡単な構成で、内視鏡の内部管路に連通する口金部分も確実に洗浄及び消毒が可能な内視
鏡接続具を提供することができる。
【００６５】
　なお、上述したコネクタ４１も、内視鏡接続具ということができる。
【００６６】
（第２の実施の形態）
　第１の実施の形態のコネクタ４１は、口金押圧部材４４と、洗浄チューブ４０を接続す
るチューブ接続部４２ａを有する本体４２と、カバー部材４５を有しているが、第２の実
施の形態のコネクタは、口金押圧部材と、固定部材とを有して構成される。
【００６７】
　本実施の形態のコネクタの構成要素及び構成部分において、第１の実施の形態と同じ構
成要素あるいは構成部分については、第１の実施の形態と同じ符号を付し、説明は省略す
る。
【００６８】
　図１５は、本実施の形態に係るコネクタが口金に装着される前の状態を説明するための
図である。　
　図１５に示すように、本実施のコネクタ６１は、内視鏡接続具である口金押圧部材６２
と、固定部材６３とを有して構成される。コネクタ６１も、内視鏡洗浄消毒装置１と接続
する洗浄チューブ４０の一端に設けられるコネクタであり、洗浄チューブ４０の他端には
、コネクタ４１ａが設けられており、コネクタ４１ａは、内視鏡洗浄消毒装置１の送気送
水／鉗子口用ポート３７に接続される。
【００６９】
　口金押圧部材６２は、ステンレスなどの金属製で、筒状の形状を有する。口金押圧部材
６２の基端部には、洗浄チューブ４０を接続するためのチューブ接続部６２ａが設けられ
ている。チューブ接続部６２ａは、外周部に樹脂製の洗浄チューブ４０を、内側から拡径
して固定するための周状突起部６２ａ１を有する。
【００７０】
　口金押圧部材６２の先端部には、先端に向かって、絞り部４４ｅと筒状部４４ｇが設け
られている。絞り部４４ｅは、外周面上に、複数の溝４４ｆが形成されている。
【００７１】
　なお、ここでは、絞り部４４ｅは、円錐形状の一部の形状を有するが、図１４に示すよ
うな球帯形状を有してもよい。　
　口金押圧部材６２は、チューブ接続部６２ａと絞り部４４ｅの間に拡径部６２ｂを有す
る。拡径部６２ｂは、基端側にチューブ接続部６２ａとの境界部に段差部６２ｃを有する
。
【００７２】
　固定部材６３は、樹脂製で、コの字形状を有する板部材である。固定部材６３の軸部６
３ａの両端のアーム部６３ｂ、６３ｃには、それぞれ、口金押圧部材６２と口金１１が入
り込む切り欠き部６３ｂ１、６３ｃ１が形成されている（図１６参照）。
【００７３】
　図１５に示すように、固定部材６３の両側のアーム部６３ｂ、６３ｃの間の距離LAは、
口金押圧部材６２の絞り部４４ｅが口金１１の開口に差し込まれた状態で、口金１１の外
向フランジ部の下面１１ａ１と、拡径部６２ｂの段差部６２ｃ間の長さと略同じ、あるい
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は短い。
【００７４】
　口金押圧部材６２の絞り部４４ｅが、矢印A2で示す方向に沿って、口金１１の内側に差
し込まれ、その後に、固定部材６３は矢印A3で示す方向に沿って、切り欠き部６３ｂ１、
６３ｃ１に、それぞれ口金押圧部材６２と口金１１が入り込むようにして、固定部材６３
によって、口金押圧部材６２は、口金１１に固定される。　
　すなわち、固定部材６３は、口金１１に絞り部４４ｅの先端が入り込んだ状態で、口金
押圧部材６２を口金１１に対して固定する固定部材である。
【００７５】
　図１６は、固定部材６３により、口金押圧部材６２を口金１１に固定した状態を示す斜
視図である。図１７は、固定部材６３により、口金押圧部材６２を口金１１に固定した状
態を示す正面図である。
【００７６】
　図１６と図１７に示すように、絞り部４４ｅが口金１１の開口部に差し込まれた状態で
、固定部材６３によって、口金押圧部材６２は口金１１に固定される。この状態で、洗浄
液などの液体が、洗浄チューブ４０から口金１１の開口部に連通する管路内に供給される
と共に、絞り部４４ｅは、口金１１の開口部の内側縁部とは、線接触状態である。よって
、洗浄液等の液体は、口金１１の外表面のほとんどに接触するので、口金１１全体は十分
に洗浄消毒される。
【００７７】
　なお、上述した例では、固定部材６３は、内視鏡２及び内視鏡洗浄消毒装置１とは、別
部品であるが、固定部材は、内視鏡洗浄消毒装置１に固定された部材でもよい。すなわち
、固定部材を、内視鏡洗浄消毒装置１に設けてもよい。
【００７８】
　例えば、図１７において、点線で示すような複数（ここでは４つ）の突起部材７１，７
２を、洗浄消毒槽２３に設け、複数の突起部材７１，７２に、口金押圧部材６２と口金１
１が係合するようにして、口金押圧部材６２を口金１１に固定した状態にする。２つの突
起部材７１が、拡径部６２ｂの段差部６２ｃに接触し、２つの突起部材７２は、口金１１
の外向フランジ部の下面１１ａ１に接触する。そして、２つの突起部材７１と２つの突起
部材７２の間の距離は、絞り部４４ｅが口金１１の開口部に差し込まれた状態における段
差部６２ｃと下面１１ａ１間の距離と略同じか、あるいは、絞り部４４ｅが口金１１の開
口部に差し込まれた状態における段差部６２ｃと下面１１ａ１間の距離よりも、わずかに
短い。　
　よって、本実施の形態によれば、内視鏡の内部管路に連通する口金部分を確実に洗浄及
び消毒が可能な内視鏡接続具を提供することができる。
【００７９】
　また、本実施の形態の内視鏡接続具の構成も簡単であるため、本実施の形態によれば、
簡単な構成で、内視鏡の内部管路に連通する口金部分を確実に洗浄及び消毒が可能な内視
鏡接続具を提供することができる。
【００８０】
　なお、上述したコネクタ６１も、内視鏡接続具ということができる。
【００８１】
（操作部のガスボタンの洗浄）
　ところで、内視鏡２の操作部３の洗浄時に、操作部３に設けられたガスボタンは、押下
された状態で、内視鏡２は洗浄消毒槽２３内に収納される。
【００８２】
　図１８は、操作部３のガスボタンの近傍に、洗浄液などの液体の供給を受けて内部のシ
リンダへ供給するスライド装置が装着された状態を示す図である。　
　内視鏡２の操作部３の表面には、各種ノブ、各種ボタンが設けられており、その中の一
つに、ガスボタン１０１がある。ガスボタン１０１は、挿入部４の先端部から所定の気体
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を突出させるときに操作されるボタンであり、押下されることにより、内部の弁が開いて
、ガスの管路を介して挿入部４の先端部から所定の気体が吐出する。
【００８３】
　ガスボタンの近傍には、吸引シリンダと送気送水シリンダが配設されており、スライド
装置１０２は、これらのシリンダのフランジ部に係合してスライドされて、吸引シリンダ
と送気送水シリンダに装着される。図１８では、送気送水シリンダ１０３の一部が示され
ている。ガスボタン１０１の頂部には、ボタン操作部材１０１ａが、ボタン操作部材１０
１ａを支持する支持部材１０１ｂの開口部から突出しており、押下可能になっている。支
持部材１０１ｂは、上部に外向フランジ部１０１ｃを有する。
【００８４】
　スライド装置１０２には、液体供給用のチューブ１０４が接続されており、スライド装
置１０２は、吸引シリンダと送気送水シリンダに装着されると、チューブ１０４からの洗
浄液などの液体を、各シリンダに供給するように構成されている。洗浄消毒時、チューブ
１０４からスライド装置１０２を介して供給された液体は、互いに内部で連通する２つの
シリンダ内を洗浄消毒すると共に、ガスボタン１０１を押下して内部の弁が開いた状態に
することにより、洗浄液などの液体がガスの管路内にも供給してガスの管路内も洗浄消毒
することができる。ここでは、アダプタ１１１をガスボタン１０１に装着することによっ
て、ガスボタン１０１を押下状態にすることができる。
【００８５】
　図１９は、ガスボタン１０１を押下状態にするためのアダプタ１１１の斜め上方からみ
たときの斜視図である。図２０は、アダプタ１１１の斜め下方からみたときの斜視図であ
る。図２１は、図１９のXXI－XXI線に沿ったアダプタ１１１の断面図である。図２２は、
図１９のXXII－XXII線に沿ったアダプタ１１１の断面図である。
【００８６】
　図２０及び図２２に示すように、アダプタ１１１をガスボタン１０１に装着する方向を
軸方向Oxとするとき、アダプタ１１１は、軸方向Oxに直交する断面において、コの字形状
を有する。アダプタ１１１は、樹脂製であり、板状部１１２と、板状部１１２の両側の側
壁部１１３とを有するキャップ部材である。また、図２２に示すように、２つの側壁部１
１３の端部は、互いに対向する方向に突き出た突出部１１３ａを有する。さらに、各側壁
部１１３の内側には、軸方向Oxに沿った溝１１５が形成されている。
【００８７】
　上述したように、ガスボタン１０１は外向フランジ部１０１ｃを有している。外向フラ
ンジ部１０１ｃは、溝１１５に入り込むサイズと形状を有している。外向フランジ部１０
１ｃの外径は、対向する２つの溝１１５の底部間の距離GAよりも小さいが、対向する２つ
の突出部１１３ａ間の距離GBよりも大きい。言い換えれば、対向する２つの溝１１５の底
部間の距離GAが外向フランジ部１０１ｃよりも長く、対向する２つの突出部１１３ａ間の
距離GBが外向フランジ部１０１ｃよりも短くなるように、アダプタ１１１は構成されてい
る。
【００８８】
　板状部１１２の先端側には、台形状の延出部１１４を有する。板状部１１２の基端側に
は、側壁部１１３の突出方向と同じ方向に突出し、ガスボタン１０１が突き当たる突き当
て部１１６が設けられている。
【００８９】
　突き当て部１１６の両側の側壁部１１３との間には、隙間１１６ａ、１１６ｂが形成さ
れており、後述するように、延出部１１４側から流れ込む洗浄液などの液体は、隙間１１
６ａ、１１６ｂを通って流れ易くなるようになっている。
【００９０】
　板状部１１２は、コの字状のアダプタ１１１の内側に、平坦面１１２ａを有している。
さらに、板状部１１２の先端側の延出部１１４は、傾斜面１１４ａを有している。図２１
に示すように、傾斜面１１４ａは、平坦面１１２ａと連続する面であり、平坦面１１２ａ
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から、延出部１１４の先端部に向かって、延出部１１４の厚さが徐々に小さくなるように
、傾斜面１１４ａは形成されている。　
　また、アダプタ１１１は、延出部１１４とは反対側には、紛失防止用の紐などを付ける
ための孔１１７を有している。
【００９１】
　以上の構成のアダプタ１１１の作用について説明する。　
　アダプタ１１１は、図１８において、矢印Ｂ１で示す方向から、ガスボタン１０１のフ
ランジ部１０１ｃが溝１１５内に入り込むようにして、ガスボタン１０１に装着される。
【００９２】
　図２３は、アダプタ１１１がガスボタン１０１に装着された状態を示す斜視図である。
図２４は、アダプタ１１１がガスボタン１０１に装着された状態を示す、図２３のXXIV-X
XIV線に沿ったアダプタ１１１の断面図である。図２５は、アダプタ１１１がガスボタン
１０１に装着される途中の状態を示す、図２３のXXV-XXV線に沿ったアダプタ１１１の断
面図である。
【００９３】
　アダプタ１１１をガスボタン１０１に装着するとき、溝１１５に外向フランジ部１０１
ｃが入り込むようにして、矢印Ｂ１で示す方向から、アダプタ１１１はガスボタン１０１
に装着される。
【００９４】
　図２５に示すように、外向フランジ部１０１ｃは溝１１５の中において上下方向への移
動は規制されるのでアダプタ１１１がガスボタン１０１に向かって移動しても、支持部材
１０１ｂは、アダプタ１１１に対して上下方向には移動しない。
【００９５】
　しかし、アダプタ１１１がガスボタン１０１に向かって移動するにつれて、ボタン操作
部材１０１ａの上面は、延出部１１４の傾斜面１１４ａに当接し滑りながら、矢印Ｂ２で
示す方向に移動していく、すなわち、ボタン操作部材１０１ａが押し込まれていく。
【００９６】
　そして、アダプタ１１１を矢印Ｂ１の方向に移動させていくと、最終的には、フランジ
部が突き当て部１１６に当接し、外向フランジ部１０１ｃが溝１１５内に完全に入り込ん
だ状態となる。外向フランジ部１０１ｃが溝１１５内に完全に入り込むと、ボタン操作部
材１０１ａは、平坦面１１２ａにより支持部材１０１ｂの中に完全に押し込まれた状態と
なる。また、ボタン操作部材１０１ａは、内部のバネ圧により、頂部側に押し返される方
向に付勢されている。よって、アダプタ１１１がガスボタン１０１に装着されると、ボタ
ン操作部材１０１ａは、押下された状態となる。
【００９７】
　従って、アダプタ１１１をガスボタン１０１に装着して、内視鏡２を内視鏡洗浄装置１
に入れて洗浄消毒すると、洗浄液などの液体がガスの管路内にも供給されてガスの管路内
も洗浄消毒することができる。
【００９８】
　また、外向フランジ部１０１ｃが溝１１５内に完全に入り込んだ状態において、スライ
ド装置１０２側からの洗浄液などの液体は、図２０において点線で示すように、アダプタ
１１１の内側とガスボタン１０１の間の隙間から流れ込み、突き当て部１１６の両側の隙
間１１６ａ、１１６ｂを通って抜けていく。
【００９９】
　従って、アダプタ１１１をガスボタン１０１に装着して、内視鏡２を内視鏡洗浄装置１
に入れて洗浄消毒すると、アダプタ１１１とガスボタン１０１との接触部分は少なく、洗
浄液などの液体がガスボタン１０１の外表面上にもスムーズに流れるので、ガスボタン１
０１の外表面も十分に洗浄消毒することができる。　
　以上説明したように、上述した各実施の形態によれば、内視鏡の内部管路に連通する口
金部分を確実に洗浄及び消毒が可能な内視鏡接続具を提供することができる。
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【０１００】
　本発明は、上述した実施の形態に限定されるものではなく、本発明の要旨を変えない範
囲において、種々の変更、改変等が可能である。
【０１０１】

　本出願は、２０１３年７月３日に日本国に出願された特願２０１３－１３９８８９号を
優先権主張の基礎として出願するものであり、上記の開示内容は、本願明細書、請求の範
囲に引用されるものとする。

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】

【図５】 【図６】

【図７】
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【図８】

【図９】

【図１０】

【図１１】 【図１２】



(18) JP WO2015/001843 A1 2015.1.8

【図１３】

【図１４】

【図１５】

【図１６】 【図１７】

【図１８】



(19) JP WO2015/001843 A1 2015.1.8

【図１９】

【図２０】

【図２１】

【図２２】

【図２３】

【図２４】

【図２５】



(20) JP WO2015/001843 A1 2015.1.8

【手続補正書】
【提出日】平成26年7月4日(2014.7.4)
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００１】
　本発明は、内視鏡接続具及び内視鏡洗浄消毒装置に関し、特に、内視鏡口金に接続する
内視鏡接続具及び内視鏡洗浄消毒装置に関する。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００６】
　そこで、本発明は、内視鏡の内部管路に連通する口金部分の洗浄性をより向上させる内
視鏡接続具及び内視鏡洗浄消毒装置を提供することを目的とする。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００７】
　本発明の一態様の内視鏡接続具は、内視鏡口金の内部で開口する第１開口と、前記第１
開口に連通し流体供給源に接続可能な第２開口と、前記第１開口と前記第２開口に連通す
る空洞部の一部を覆い、前記第１開口から所定位置まで形成された筒状部と、前記空洞部
の他の一部を覆い、前記所定位置から前記第２開口に向かって外径が大きくなる側面を有
する絞り部と、前記絞り部の外表面上に、前記所定位置から所定範囲に亘って形成された
複数の溝と、を有する。
　本発明の一態様の内視鏡洗浄消毒装置は、本発明の内視鏡接続具を有する。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００９９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００９９】
　従って、アダプタ１１１をガスボタン１０１に装着して、内視鏡２を内視鏡洗浄装置１
に入れて洗浄消毒すると、アダプタ１１１とガスボタン１０１との接触部分は少なく、洗
浄液などの液体がガスボタン１０１の外表面上にもスムーズに流れるので、ガスボタン１
０１の外表面も十分に洗浄消毒することができる。　
　以上説明したように、上述した各実施の形態によれば、内視鏡の内部管路に連通する口
金部分を確実に洗浄及び消毒が可能な内視鏡接続具及び内視鏡洗浄消毒装置を提供するこ
とができる。
【手続補正６】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
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【請求項１】
　内視鏡口金の内部で開口するため所定の外径を有する第１開口と、
　前記第１開口に連通し流体供給源に接続可能な第２開口と、
　前記第１開口と前記第２開口に連通する内部空間である空洞部と、
　前記第１開口から所定位置まで前記空洞部を覆う筒状部と、
　前記所定位置から前記第２開口に向かって外径が大きくなる側面を有し、前記所定位置
から前記第２開口まで前記空洞部を覆う絞り部と、
　前記絞り部の外表面上に、前記所定位置から所定範囲に亘って形成された複数の溝と、
を有することを特徴とする内視鏡接続具。
【請求項２】
　前記絞り部の前記側面の形状は、テーパー状又は椀状であることを特徴とする請求項１
に記載の内視鏡接続具。
【請求項３】
　前記複数の溝は、前記絞り部の中心軸に対して互いに対称に配置されていることを特徴
とする請求項１に記載の内視鏡接続具。
【請求項４】
　前記複数の溝のそれぞれは、一定の深さを有していることを特徴とする請求項１に記載
の内視鏡接続具。
【請求項５】
　前記複数の溝のそれぞれは、前記絞り部の軸方向に沿って、形成されていることを特徴
とする請求項１に記載の内視鏡接続具。
【請求項６】
　前記テーパー状の前記絞り部の表面は、円錐形状の表面形状の部分面であることを特徴
とする請求項１に記載の内視鏡接続具。
【請求項７】
　前記椀状の前記絞り部の表面は、球帯形状面であることを特徴とする請求項１に記載の
内視鏡接続具。
【請求項８】
　前記内視鏡接続具を内部に配置する本体部材をさらに有し、
　前記内視鏡接続具は、前記本体部材内において、弾性部材により前記絞り部側に付勢さ
れていることを特徴とする請求項１に記載の内視鏡接続具。
【請求項９】
　前記本体部材は、洗浄チューブが接続されるチューブ接続部を有することを特徴とする
請求項８に記載の内視鏡接続具。
【請求項１０】
　前記本体部材を覆うカバー部材をさらに有し、
　前記カバー部材は、前記内視鏡接続具が前記内視鏡口金に装着されたときに、前記内視
鏡接続具を前記内視鏡口金に固定する固定機構を
有することを特徴とする請求項８に記載の内視鏡接続具。
【請求項１１】
　前記内視鏡口金に前記絞り部の先端が入り込んだ状態で、前記内視鏡接続具を前記内視
鏡口金に対して固定する固定部材を、さらに有することを特徴とする請求項１に記載の内
視鏡接続具。
【請求項１２】
　請求項１に記載の内視鏡接続具を有する内視鏡洗浄消毒装置。
【手続補正書】
【提出日】平成26年10月21日(2014.10.21)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００７
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【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００７】
　本発明の一態様の内視鏡接続具は、内視鏡口金に接続される内視鏡接続具であって、前
記内視鏡接続具が前記内視鏡口金に接続されたときに前記内視鏡口金の内部で開口するた
め所定の外径を有する第１開口と、前記第１開口に連通し前記第１開口よりも流体供給源
側に配置され、前記流体供給源からの流体が洗浄チューブを介して流入する第２開口と、
前記第１開口と前記第２開口に連通する内部空間である空洞部と、前記第１開口から所定
位置まで前記空洞部を覆い、前記内視鏡口金に挿入される筒状部と、前記所定位置から所
定の距離だけ前記第２開口に向かって外径が大きくなる側面を有し、前記空洞部を覆い、
前記内視鏡口金に挿入される絞り部と、前記絞り部の外表面上に、前記所定位置から所定
範囲に亘って形成された複数の溝と、を有する。
　本発明の一態様の内視鏡洗浄消毒装置は、前記洗浄チューブにより接続された本発明の
内視鏡接続具を有する。
【手続補正２】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　内視鏡口金に接続される内視鏡接続具であって、
　前記内視鏡接続具が前記内視鏡口金に接続されたときに前記内視鏡口金の内部で開口す
るため所定の外径を有する第１開口と、
　前記第１開口に連通し前記第１開口よりも流体供給源側に配置され、前記流体供給源か
らの流体が洗浄チューブを介して流入する第２開口と、
　前記第１開口と前記第２開口に連通する内部空間である空洞部と、
　前記第１開口から所定位置まで前記空洞部を覆い、前記内視鏡口金に挿入される筒状部
と、
　前記所定位置から所定の距離だけ前記第２開口に向かって外径が大きくなる側面を有し
、前記空洞部を覆い、前記内視鏡口金に挿入される絞り部と、
　前記絞り部の外表面上に、前記所定位置から所定範囲に亘って形成された複数の溝と、
を有することを特徴とする内視鏡接続具。
【請求項２】
　前記絞り部の前記側面の形状は、テーパー状又は椀状であることを特徴とする請求項１
に記載の内視鏡接続具。
【請求項３】
　前記複数の溝は、前記絞り部の中心軸に対して互いに対称に配置されていることを特徴
とする請求項１に記載の内視鏡接続具。
【請求項４】
　前記複数の溝のそれぞれは、一定の深さを有していることを特徴とする請求項１に記載
の内視鏡接続具。
【請求項５】
　前記複数の溝のそれぞれは、前記絞り部の軸方向に沿って、形成されていることを特徴
とする請求項１に記載の内視鏡接続具。
【請求項６】
　前記テーパー状の前記絞り部の表面は、円錐形状の表面形状の部分面であることを特徴
とする請求項２に記載の内視鏡接続具。
【請求項７】
　前記椀状の前記絞り部の表面は、球帯形状面であることを特徴とする請求項２に記載の
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内視鏡接続具。
【請求項８】
　前記内視鏡接続具を内部に配置する本体部材をさらに有し、
　前記内視鏡接続具は、前記本体部材内において、弾性部材により前記絞り部側に付勢さ
れていることを特徴とする請求項１に記載の内視鏡接続具。
【請求項９】
　前記本体部材は、前記洗浄チューブが接続されるチューブ接続部を有することを特徴と
する請求項８に記載の内視鏡接続具。
【請求項１０】
　前記本体部材を覆うカバー部材をさらに有し、
　前記カバー部材は、前記内視鏡接続具が前記内視鏡口金に装着されたときに、前記内視
鏡接続具を前記内視鏡口金に固定する固定機構を
有することを特徴とする請求項８に記載の内視鏡接続具。
【請求項１１】
　前記内視鏡口金に前記絞り部の先端が入り込んだ状態で、前記内視鏡接続具を前記内視
鏡口金に対して固定する固定部材を、さらに有することを特徴とする請求項１に記載の内
視鏡接続具。
【請求項１２】
　前記洗浄チューブにより接続された請求項１に記載の内視鏡接続具を有する内視鏡洗浄
消毒装置。
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配件按压构件44包括：第一开口44b1，其在内窥镜2的配件11的内部开
口；以及第一开口44b1。 第二开口44b2可通信地连接到第一开口44b1
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PL朝向第二开口44b2增大的侧面，该狭窄部分44e覆盖中空部分44b3的
另一部分； 多个槽44f在缩窄部44e的外表面上从预定位置PL在预定区域
上形成。
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